
 
 
 
 
 
 

令和 3 年１１月 5 日 北九州市立沼小学校 保健室 平川智美 

 
  朝晩冷え込むようになり、校庭の木々も色づき始めました。 

“実りの秋”“食欲の秋”ビタミンたっぷりの果物など、季節のおい 

しい物をたくさん食べて、免疫力を高めましょう。    

「のどがいたい」や「おなかがいたい」の症状が増えてきました。 

布団や衣服を上手に調節し、睡眠と栄養をしっかり取って、コロナや 

インフルエンザに負けない健康なからだ作りを心がけて下さい。 

やっと動き出した学校行事を、存分に楽しみましょう♪ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ほけんだより １１月 

トイレをきれいに使っ

ていますか？ 

トイレを汚して平気な人

やトイレの壁に落書きを

する人は、心にモヤモヤ

がたまっているかもしれ

ません。自分の心を見つ

めてみましょう。 



＜治療の様子11／2現在＞

治療をした人

まだ治療をして

いない人

 
 
 北九州市のむし歯がある小学生は、全国の政令指定都市の中で最も多く、 

「ワ－スト１（最下位）」です。他の都市に比べ、ジュースやスポーツ飲料を 
飲む子どもが多いことも一因と考えられています。本校では、6 月の歯科検診で 
「むし歯がある人」が 21.7％（昨年度 24.9％）と年々減少しています。その中で、 
すでに 38％の人が治療を済ませています。まだ治療に行っていない人は、この機会に必ず歯医者さんへ 

行って下さい。また、自分の生活や歯みがき方法をチェックしてみて下さい。 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

 
 
 
 
 
 
 

北九州市内の小中学生の半数近くに虫歯（処置済みを含む）があり、虫歯保有率が全

国平均を大きく上回っている。全国 20政令市の中で小学生は 5年連続、中学生は 3年

連続ワーストと深刻な状況だ。歯の痛みだけでなく、他の病気につながるリスクもあ

るとされる虫歯。生活習慣が罹患（りかん）や予防に大きく関わる一方、虫歯保有率 

いとされています。  
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＜R３年度 歯科検診結果＞

（むし歯）

未処置者

処置者

むし歯なし者

21.7％ 

32.2％ 

46.1％ 
38％ 

62％ 


